


『糖尿病治療薬リベルサスを知ろう！』           

1. リベルサスについて                                          

商品名 リベルサス🄬錠 3mg・7mg・14mg 

一般名 セマグルチド（遺伝子組換え） 

効能効果 2 型糖尿病 

用法用量 
1 日 1 回 3mg から開始 、4 週間以上投与した後、1 日 1 回 7mg に増量。 

1 日 1 回 7mg を 4 週間以上投与し 効果不十分な場合には、1 日 1 回 14mg に増量可。 

作用機序 

膵β細胞上の GLP-1 受容体に選択的に結合し、

ATP から cAMP の産生を促進させることにより、 

グルコース濃度依存的にインスリンを分泌させる。 

血糖値が高い場合にはグルカゴン分泌を抑制する。 

 
作用機序（図：MSD 株式会社より） 

特徴 

セマグルチドは分子量が大きく胃で分解されやすい

ため従来注射薬のみだったが、吸収促進剤 SNAC＊

を含有することで経口投与が可能。 
＊SNAC：サルカプロザートナトリウム 

2. 服用方法の注意点 

・起床時（1 日 のうちの最初の食事又は飲水の前、空腹時）に、1 錠内服。 

・コップ約半分の水（約 120cc）で服用。 

・服用時及び服用後少なくとも 30 分は、 飲食及び他の薬剤の内服を避ける。 

・吸湿性が強く、服用直前に PTP シートから取り出して服用する。（一包化不可） 

・ミシン目以外の場所で切り離さない。 

＊切り離す場合は、PTP シートのポケット部分を破損しないように注意する。 

・14mg を内服する場合、7mg 錠は使用しない。 

誤 正 

 
7mg 錠 1 日 1 回 1 回 2 錠 

 
14mg 錠 1 日 1 回 1 回 1 錠 

吸収促進剤 SNAC は製剤 1 錠につき 300mg 含まれており、 

7mg 錠を 2 錠服用すると期待した薬効が得られない可能性がある。 

New! 2025.9 月の薬事委員会で 14mg 錠の規格が採用になりました。 

3. 副作用について 

頻度の高い（5％以上）副作用 重大な副作用 

悪心＊、下痢、便秘、腹部膨満感 
急性膵炎（初期症状：激しい腹痛、嘔吐）、 

胆嚢炎、胆管炎、胆汁うっ滞性黄疸、低血糖 

＊悪心は最も頻度の高い副作用であり、服用初期や増量したタイミングで多く見られます。時間の経過とともに体が慣れて 

症状は軽快していきますが、症状が強い場合には医師・薬剤師・看護師にご相談ください。 



4. 同成分薬について 

リベルサスの有効成分であるセマグルチドは、注射薬でよく使用されています。内服薬との併用は✖。 

商品名 オゼンピック皮下注 2mg 
ウゴービ皮下注 SD・MD 

（0.25mg/0.5mg/1.0mg/1.7mg/2.4mg） 

効能効果 2 型糖尿病 肥満症 

用法用量 週 1 回の皮下注射（用量は各薬剤添付文書参照） 

写真 
 （0.25mgSD） 

 

知っ得！『リベルサスと同様に処方時に規格注意が必要な薬剤（当院処方歴 ver）』 

・カボメティクスを 60mg 処方する場合     

誤 

 

正 

 

20mg 錠 1 日 1 回 1 回 3 錠 
 

60mg 錠 1 日 1 回 1 回 1 錠 

 

・ケレンディアを 20mg 処方する場合 

誤 

 

正 

 
10mg 錠 1 日 1 回 1 回 2 錠 

 
20mg 錠 1 日 1 回 1 回 1 錠 

 

・メキニストを 2mg 処方する場合 

誤 

 

正 

 

 
0.5mg 錠 1 日 1 回 1 回 4 錠 

 
2mg 錠 1 日 1 回 1 回 1 錠 

 

・リムパーザを 600mg 処方する場合 

誤 

 

正 

 

 
100mg 錠 1 日 2 回 1 回 3 錠 

 
150mg 錠 1 日 2 回 1 回 2 錠 

 

20mg 錠と 60mg 錠の 

生物学的同等性が示されていない

10mg 錠と 20mg 錠の 

生物学的同等性が示されていない

0.5mg 錠と 2mg 錠の 

生物学的同等性が示されていない

100mg 錠と 150mg 錠の 

生物学的同等性が示されていない



1. ダトロウェイとトロデルビについて 

商品名 ダトロウェイ点滴静注用 100mg トロデルビ点滴静注用 200mg 

一般名 ダトポタマブ デルクステカン サシツズマブ ゴビテカン 

作用 

機序 

Trop-2 を特異的に認識する抗体医薬品の

ダトポタマブに 

トポイソメラーゼⅠ阻害作用を有する 

デルクステカンを結合させた 

抗体薬物複合体 

Trop-2 を特異的に認識する抗体医薬品の

サシツズマブに 

トポイソメラーゼⅠ阻害作用を有する 

SN-38 を結合させた 

抗体薬物複合体 

適応症 

化学療法歴のある 

ホルモン受容体陽性かつ HER2 陰性の 

手術不能又は再発乳癌 

化学療法歴のある 

ホルモン受容体陰性かつ HER2 陰性の 

手術不能又は再発乳癌 

用法用量 

1 回 6mg/kg 

90 分かけて 

（2 回目以降 30 分） 

3 週間間隔（1 日目） 

1 回 10mg/kg 

180 分かけて 

（2 回目以降 120/60 分） 

3 週間間隔（1 日目・8 日目） 

代表的な

副作用 

間質性肺炎、角膜障害、 

Infusion Reaction、骨髄抑制、 

口内炎、悪心嘔吐、食欲低下、 

疲労感、脱毛症、ドライアイ、便秘 

好中球減少、下痢、悪心嘔吐、 

脱毛症、疲労感、間質性肺疾患 

薬価 311,990 円/瓶 187,195 円/瓶 

 

2. 各薬剤の主な副作用対策 

ダトロウェイ点滴静注用 100mg 

副作用 対策 

間質性肺炎 息切れや息苦しさ、咳（痰の出ない咳）、発熱がある場合は速やかに病院受診。 

角膜障害 
治療中は角膜障害予防の為に、医師から指示された点眼薬を 1 日 6 回程度点眼。 

点眼薬は防腐剤が入っていないものを使用する。原則、コンタクトレンズの使用不可。 

口腔粘膜炎 
毎日の歯磨きに加えて、1 日 4 回以上うがいをする。 

（アルコール含まないものが望ましい） 

 

トロデルビ点滴静注用 200mg 

副作用 対策 

好中球減少 頻度が高いので、37.5℃以上の発熱に注意。発熱時は速やかに病院受診。 

下痢 
回数が多い場合は脱水に注意。水分が摂取できない、下痢止めで収まらない、 

発熱がある場合は速やかに病院に相談。 

 


